
Title 巻頭言 大学は何のために存在するか 

Author(s) 阿久戸, 光晴 

Citation 聖学院大学総合研究所紀要, No.60, 2015.12 : 3-6 

URL 
http://serve.seigakuin-univ.ac.jp/reps/modules/xoonips/de

tail.php?item_id=5663 

Rights  

 

 

 

 

 

 

 

聖学院学術情報発信システム ： SERVE 

SEigakuin Repository and academic archiVE



�

巻
頭
言　

大
学
は
何
の
た
め
に
存
在
す
る
か

学
校
法
人
聖
学
院
理
事
長
・
院
長 

阿
久
戸　

光
晴

下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣
が
昨
年
八
月
に
、
全
国
の
国
立
大
学
法
人
に
対
し
、
教
員
養
成
系
や
人
文
社
会
科
学
系
の

学
部
・
大
学
院
の
廃
止
や
転
換
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
求
め
る
通
知
を
出
し
た
。
さ
ら
に
同
大
臣
は
本
年
六
月
に

も
、
全
国
の
国
立
大
学
法
人
に
文
系
学
部
・
大
学
院
の
積
極
的
な
再
編
を
求
め
る
通
知
を
出
し
た
。

文
科
省
は
国
大
に
文
系
が
不
要
だ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
産
業
界
な
ど
か
ら
の
声
を
受
け
止
め
、
成
果

の
出
に
く
い
文
系
の
学
問
の
役
割
と
は
何
か
、
大
学
の
名
に
値
す
る
文
系
の
教
育
・
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
問

う
て
い
る
。
た
だ
単
に
問
う
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
国
立
大
に
法
人
化
に
伴
う
改
革
の
一
環
と
し
て
、
六
年
ご
と
に
学

部
・
大
学
院
の
改
組
転
換
に
向
け
た
中
期
目
標
・
計
画
を
文
科
省
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
特
に
教
員
養
成
系

や
人
文
社
会
科
学
系
の
学
部
・
大
学
院
に
対
し
て
は
、
組
織
の
廃
止
や
社
会
的
要
請
の
高
い
分
野
へ
の
転
換
に
積
極
的

に
取
り
組
む
よ
う
明
記
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
政
策
に
は
、
前
述
の
と
お
り
、
産
業
界
な
ど
か
ら
の
「
即
戦
力
」
育
成
の
強
い
要
望
や
大
学
の
人
文
系
学

部
自
体
の
ぬ
る
ま
湯
的
体
質
へ
の
一
般
社
会
か
ら
の
批
判
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
若
人
を
厳
し
く
鍛
え
て
（
学

問
的
に
？
人
間
的
に
？
）
社
会
に
通
用
す
る
即
戦
力
の
「
促
成
栽
培
」
を
狙
う
考
え
で
あ
ろ
う
。
一
八
歳
人
口
の
さ
ら
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な
る
減
少
を
背
景
に
、
大
学
の
生
き
残
り
を
か
け
た
教
育
効
果
を
上
げ
る
試
み
を
促
進
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
、
政
策
理
由

が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

本
来
、
大
学
は
何
の
た
め
に
存
在
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
はD

ie Idee der U
niversität

（
一
九
二
三
年
、
森
昭
訳
『
大
学
の
理
念
』
ヤ
ス
パ
ー
ス
選
集
2
、
理
想
社
、
一
九
五
五
年
）
の
中
で
、
大
学
は
「
人

類
の
根
源
的
知
識
欲
」
が
自
ら
を
実
現
す
る
と
こ
ろ
に
存
立
基
盤
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
考
え
方
は
一
九
世
紀
前
半
の

大
学
論
の
延
長
上
に
あ
る
。

そ
も
そ
も
人
類
の
知
的
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
は
欧
州
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
世
欧
州
に
お
け

る
大
学
の
学
部
形
態
の
変
遷
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
中
世
の
典
型
的
な
大
学
に
お
い
て
は
、
神
学
部
・
法

学
部
・
医
学
部
と
い
う
、
人
間
の
霊
性
・
社
会
生
活
・
存
在
の
探
究
に
対
応
し
た
言
わ
ば
大
学
院
大
学
に
大
学
発
祥
の

源
が
あ
る
。
第
二
に
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
大
学
論
に
導
か
れ

て
、
三
研
究
科
の
基
礎
と
し
て
哲
学
部
が
位
置
す
る
よ
う
に
な
る
。
第
三
に
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
か
け

て
、
哲
学
部
が
神
学
部
・
法
学
部
・
医
学
部
と
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
な
り
、
哲
学
部
を
含
め
た
四
学
部
の
基
礎
に
ギ
ム

ナ
ジ
ウ
ム
が
位
置
す
る
よ
う
に
な
る
。
や
が
て
哲
学
部
が
他
の
学
部
を
圧
倒
し
、
一
般
に
最
も
価
値
の
高
い
博
士
号
の

名
称
と
し
てPh. D

.

が
世
界
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
第
四
に
現
代
で
は
理
学
部
や
経
済
学
部
な
ど
多
種

多
様
な
学
部
が
百
花
繚
乱
の
ご
と
く
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
（
大
木
英
夫
（
前
総
合
研
究
所
長
）

「
医
の
倫
理
に
つ
い
て
」、
北
里
大
学
病
院
医
の
哲
学
と
倫
理
を
考
え
る
部
会
編
『
医
の
心
――
医
の
哲
学
と
倫
理
を
考

え
る
（
一
）』
丸
善
、
一
九
八
四
年
参
照
）。
特
に
、
今
日
の
日
本
各
地
に
は
学
科
名
は
と
も
か
く
学
部
段
階
で
あ
ま
り

聞
き
慣
れ
な
い
カ
タ
カ
ナ
名
称
を
掲
げ
た
大
学
が
数
多
く
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
態
を
我
々
は
ど
う

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

ky6001巻頭言_阿久戸b.indd   4 16.1.26   11:40:03 PM



�

そ
も
そ
も
大
学
で
は
、
前
述
の
と
お
り
中
世
欧
州
以
来
、
神
学
部
・
法
学
部
・
医
学
部
と
い
う
、
人
間
の
生
の
営
み

に
最
も
直
接
貢
献
す
る
領
域
を
意
識
し
た
学
部
構
成
が
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
学
問
の
本
質
論
に
由
来
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
実
学
を
仮
に
人
間
の
個
人
お
よ
び
社
会
生
活
に
直
接
貢
献
す
る
学
問
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に

学
問
は
実
学
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
人
間
の
知
的
営
み
の
質
的
深
ま
り
、
特
に
意
味
論
に
対
応
し
て
学

問
の
思
弁
的
思
考
が
賞
揚
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
学
問
の
「
虚
学
化
」
と
は
言
わ
な
い
も
の
の
、
学
問
の
抽
象
化
が

進
む
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
学
問
の
社
会
か
ら
の
乖
離
化
が
起
こ
っ
て
く
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
再
検
討
の
余

地
が
大
い
に
あ
ろ
う
。

し
か
し
学
問
の
「
〜
へ
の
奉
仕
化
」
が
進
む
と
し
た
ら
、
そ
れ
も
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
今
回
の
政
権
側

か
ら
の
「
文
系
学
部
批
判
」
が
、
政
権
に
対
す
る
批
判
嫌
悪
に
由
来
す
る
と
す
れ
ば
、
民
主
主
義
的
な
近
代
市
民
憲
法

体
制
下
で
の
権
力
分
離
と
権
力
内
部
の
相
互
抑
制
の
基
本
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
そ
の
い
わ
ゆ
る

「
実
学
志
向
」
の
思
潮
傾
向
が
産
業
界
か
ら
の
要
請
に
基
づ
く
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
製
品
製
造
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
化
な
ど
近
代
産
業
体
制
の
非
人
間
化
の
批
判
の
担
い
手
を
排
除
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
う
し
た
要
請
に
基
づ
く
大

学
は
、
国
公
立
私
立
を
問
わ
ず
、
他
者
か
ら
の
批
判
拒
否
に
よ
る
産
業
界
の
「
暴
走
」
に
加
担
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。

と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
○
○
工
科
大
学
と
い
う
大
学
の
名
称
に ‘university ’ 

の
語
は
使
わ
れ
ず
、‘

○
○ 

institute of technology ’ 

と
い
う
名
称
が
一
般
的
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
『
大
学
論
』
で

も
工
学
部
を
大
学
に
入
れ
る
こ
と
へ
の
躊
躇
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
通
じ
る
（
私
は
工
学
の
学
問
性
を
疑
う
な
ど
の
高
慢

な
視
点
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
が
）。
ヤ
ス
パ
ー
ス
は
、
諸
学
の
専
門
化
が
進
み
、
諸
学
部
の
統
合
・
連
携
が

事
実
上
不
可
能
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
深
刻
に
懸
念
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
学
の
学
問
の
文
系
・
理
系
と
い
う
分
け
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方
に
は
時
代
的
限
界
が
あ
り
、
未
来
永
劫
維
持
さ
れ
る
べ
き
概
念
で
は
な
い
。
た
だ
、
権
力
側
か
ら
の
他
者
批
判
拒
否

と
、
働
き
手
の
将
棋
の
駒
的
な
道
具
視
は
、
大
学
は
い
か
に
あ
っ
て
、
人
間
・
社
会
に
貢
献
で
き
る
か
、
真
剣
に
苦
闘

し
つ
つ
思
索
し
て
き
た
歴
史
的
知
性
の
遺
産
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

私
た
ち
は
、
い
わ
ゆ
る
「
実
学
」
の
す
べ
て
を
拒
否
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
で
は
な
い
。
む
し
ろ
学
問
が
さ

ら
に
よ
り
よ
く
分
か
り
や
す
く
人
間
の
個
人
・
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
模
索
す
る
。
し
か
し
仮
に
、
よ
り
直
接
的

に
人
間
の
個
人
・
社
会
に
貢
献
で
き
る
学
問
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
意
味
論
的
考
察
・
自
己
批
判
・
異
質
な
他
者
と

の
対
話
の
機
能
を
生
か
し
、
思
索
的
に
展
開
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
で
あ
る
。
か
つ
て
戦
後
の
昭
和
年
代
の
あ

る
有
力
な
総
理
大
臣
が
某
大
学
長
か
ら
、
そ
の
外
交
政
策
を
批
判
さ
れ
た
際
、「
曲
学
阿
世
の
徒
」
と
暴
言
を
吐
い
た
。

学
問
は
常
に
批
判
力
を
持
つ
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
政
界
で
あ
れ
財
界
で
あ
れ
権
力
を
有
す
る
者
は
、
常
に
批
判
に

傾
聴
す
る
度
量
が
問
わ
れ
る
。
大
学
に
身
を
置
く
私
た
ち
は
た
だ
、
人
間
育
成
に
必
要
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
理

念
、
対
社
会
的
に
批
判
的
視
点
を
学
ぶ
者
に
持
た
せ
る
こ
と
を
主
張
す
る
者
で
あ
る
。
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